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環境教育の体系図
環境教育への取り組み
　モビリティ製造業が担う環境負荷への責任の重大性を従業員自

らが認識し、個々の業務で環境への取り組みを意識づけるように、

体系的に環境教育を行っています。

　新入社員や昇格者、特定作業従事者などを対象に実施する研

修型教育と、従業員の環境意識の向上を日々の業務のなかで養っ

ていく実践型教育を柱にしながら、社内ポータルサイトやHonda

ウェブサイトの活用で全従業員への網羅的な情報提供を随時行え

る環境を整え、教育効果を高めています。

研修型教育
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　各事業所および関連子会社では、環境マネジメントシステムのも

と、教育・訓練の実行計画を立て研修形式での環境教育を実施し

ています。新入社員においては入社研修時に環境に対する基礎的

な内容や業界を取り巻く状況、Hondaの環境取り組みについて理

解を深めます。入社時研修後に製作所実習を行う場合は、受け入

れ事業所が環境に関する考え方や取り組み内容を説明。生産業

務を体験するなかで、製造工程における環境への取り組みに対す

る理解を促進しています。また、中途採用者においても同様な研

修を行い、転勤時には異動先でも研修を行っています。さらに、新

任管理職を対象とした管理職研修においては、マネジメント層に

求められる環境意識や知識について理解し、環境に対するHonda

の目指す方向性を再認識する内容となっています。その他にも、

特定作業従事者教育、内部監査員研修を定期的に実施しています。
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実践型教育
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　環境マネジメントシステムに基づいた研修型教育に加え、研修型

教育だけでは得ることのできない恒常的な環境意識の向上や環境

好事例の共有を目的とし、日々の業務のなかでの教育を実施して

います。

●Honda Green Action

［マナー施策］ 

　環境への取り組みを展開していく上で、社内の従業員

一人ひとりの環境意識を高め、日常で自らができることは確実

に実行していくことが必要です。 2009年に「Honda Green 

Action 」の名称を定め、従業員個人を対象に活動を開始しまし

た。 2010年からはグループ全体に活動の輪を広げています。

［啓発ツール］

　「Honda Green Action 」ではさまざまなツールを活用し、

従業員へ身近な環境活動への意識づけをしています。
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